
 

 

 

「中学生の主張 in かながわ」は、中学生が日常生活の中で考えていることを作文にして

発表することを通して、広い視野と柔軟な発想や創造力などとともに、物事を論理的に考

える力や自らの主張を正しく理解してもらう力などを身につけることを目的とした事業で

す。 

 

9月 25日（日）に県立青少年センターにて、受賞者による主張発表と授賞式が行われま

した。本校からは中学 2年生の 3名が受賞しました。受賞者による主張の内容は後日神奈

川県のホームページにアップされる予定です。 

 

 

＜優秀賞（テレビ神奈川賞）＞  

1 名 『誰が伝えるかより、何を伝えるか』 

 

＜奨励賞＞ 

2 名 『「集める」寄付から「助ける」寄付に』 

  『熊本地震を通じて思いやりを考える』 

 


